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【資料2】

「世界各国、 農かな国の住民の方が、 より人生に満足している」

リチャ ー ド・イースタリンが1974年に発表した論文で、 国民l人当たりの所得が大幅に増加

したにもかかわらず、 国民の平均的な幸福感は長期にわたって増加しないことを指摘して以来、

お金と満足感の関係は研究者にとって大きな関心事となっている。 それ以来、 他の研究者たちは、

所得よりも雇用や配偶者の有無といった生活環境の方が重要であるとか、 所得が人生満足度に

とって重要なのは、 基本的な欲求が満たされるまでの領域に限られると主張してきた。

グラフでは、 それぞれの円が国で、 直径は人口に比例する。 横軸は1人当たりGDP注1
)、 縦軸

はその国の平均人生満足度である。 サハラ以南のアフリカ諸国の大半は左下、 インドと中国は左

寄りの2つの大きな円、 西ヨ ー ロッパ諸国は右上、 アメリカは右上の大きな円である。

グラフが示すように、1人当たりGDPが高い国ほど人生満足度が高い。 勾配は最貧国の間で

最も急であり、 そこでは所得の増加が人生満足度を最も大きく上昇させるが、巴旦旦の間でもプ

ラスでかなりの勾配を保っている。（中略）
-●-●●-■-

実際、 ギャラップ世界世論調査のデータに基づく国別の平均人生満足度の世界地図は、 世界の

所得地図注
2)と見事にマッチする。 北米、 西ヨ ー ロッパ、 日本、 オ ーストラレシア注 3)、 サウジア

ラビアの住民は豊かで人生に満足しており、 国の平均人生満足度は7.5,...__, 8.5の範囲にある。 地

球上でもっとも満足していないサハラ以南のアフリカ、 ハイチ、 カンボジアは3.1,...__, 4.5である。
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